
オオキンケイギク対策試験施工について

【施工箇所】 益田市内田町地内
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【施工期間】 １１月中旬～３月下旬（予定）
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延長：約330m 面積：約3,000m2
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オオキンケイギク対策試験施工について

【試験施工の内容】

●施工方法

１）天地返し

下層の土とオオキンケイギクの種子、根が含まれている表層の土を入れ替える

、天地返しを実施する。厚さは表層（15cm）、下層（15cm）の合計３０㎝とする。

また、川表側については表層に購入土を利用し、効果の違いを検証する。
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【天地返しイメージ図】

・表層に生存種子が含まれているため、表層と下層を入れ替える。
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※川表側の表層は購入土
で入れ替える

【施工前】 【施工後】

※表層と下層を入れ替える
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２）植生工

天地返し後は法面保護及びオオキンケイギクの侵入、繁茂抑制効果を期待し

て植生工を実施する。種類は、わら芝・張り芝・雑草抑制型わら芝の３種類を

施工範囲内で使い分け効果の違いを検証する。
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※わら芝、張芝、雑草抑制型
わら芝の３種類を使い分ける。




